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1．はじめに
　本報文では，文化財保存修復研究センターで
実施した業務を中心に，木造仏像の修復で観察
した虫による損傷事例を報告する。（ただし，
虫の同定には至らない。）
　日本の仏像は台座等の荘厳を含め，その基底
となる素材は木であることが多い。大半は複数
の木材を寄せて形を彫出する構造（寄木造）で，
表面は木材を露出せず加飾（彩色・漆箔等）で
仕上げる。特に近世以降に制作された仏像は，
仏像本体・荘厳ともに構造や装飾が複雑である
傾向がみられる。
　さて，仏像修復の現場では，虫と遭遇するこ
とは日常茶飯事で，その虫は基底素材を直接的
に加害するものだけに限らない。虫を含む生物
からの被害の大小は，仏像を安置・保管する環
境に大きく左右され，仏像ごとに状況は異なっ
ている。
　仏像は文化財であるとともに，礼拝対象とし
ての役割を担うことから，安置は寺院の御堂と
いった人の日常生活空間とは切り離して設定さ
れる。その空間は，人が常住の建物内であった
としても，仏像を安置する場所自体の確認や清
掃は，人のいる空間での頻度と比較すれば圧倒
的に少ない。さらに人が全く常住せず立ち入り
もない場合には，清掃が行き届かないという程
度で済まされないような，仏像の維持に関わる
レベルで虫の生息や営巣が発生することが多い。

2．損傷事例
　修復で観察した木造仏像の主な虫損傷は，基
定素材とその他の構成材（加飾素材や接着剤
等）への食害，仏像や荘厳に取り付いた虫の活

動による汚損等が挙げられる。

2-1．基底素材（木）の損傷事例
　仏像や荘厳は，三次元に存在して自立する特
質上，基底素材への直接的な虫損傷は構造ダ
メージに直結し，見た目（尊容・美観）を損な
うことにもつながる。

①木造菩薩立像台座
　台座高18 cm程で，小木材を多く組み合せた
積層構造になっている。漆箔，針葉樹材。

【画像1】

【画像2】
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　【画像1】～【画像3】は仏像の台座を修復した
作業画像で，一見，木材の表面には小さな孔が
確認できるのみで，損傷は少ないように見える
【画像1】。ところが側面部材が外れると【画像
2】，孔を確認した木材の内部は，虫が繊維方
向へ深くトンネル状に穿孔し，坑道には糞と虫
本体の死骸が詰まっていることが判明した【画
像3】。表面の孔周辺を軽く指で押さえてみる
と，木材としての抵抗感はなく，局所的に加圧
した場合は，簡単に形状がつぶれることが予想
できた。虫糞と虫の死骸形状と状況からシバン
ムシ科の虫によるとみられる。
　この仏像を安置する寺院は，北陸地方の山に
近い市町村（人口約3万）の寺町エリアにある。
住職は敷地内に常住する。ただし，住職がひと
りで寺を運営していた時期が長く，仏像安置場
所を含む本堂全体の状況は良好とはいえなかっ
た。修復時には，本堂内にネズミの糞やかじり
跡が確認できた。

②木造菩薩立像
　像高約45 cm，寄木造。胎内を内刳って空洞
にしている。漆箔・彩色，針葉樹材。
　【画像4】～【画像6】は仏像本体の詳細画像で，
頭部背面【画像4】，体幹部正面中央【画像5】，
足先材が外れた木材矧面【画像6】，および台座
全体に表面から虫孔が確認できた。大きな損傷
が顕在化し，仏像は自立困難な状況に陥ってい
た。これもまた，前述の①同様にシバンムシ科
の虫によるとみられる。
　所蔵寺院は，関東地方太平洋側海岸に近い市

町村（人口約5万人）に立地し，周辺は田畑と
雑木林に囲まれる平地エリアである。仏像の安
置は本堂で，住職一家は敷地内に常住してい
る。昭和50年代に本堂を改修し，その際に仏
像も補修している。補修は素人が行ったよう
で，その時すでに虫損傷が進行していたとみら
れる（虫孔の上に金色塗料を確認）。

　仏像の表面にまで虫による食害が顕在化した
ときには，構造ダメージは相当に大きくなって
いる場合が多い。仏像は日常生活空間と切り離

【画像3】

【画像4】

【画像5】

【画像6】
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されるため，目配りがしにくい。虫損傷の発
見は遅れやすく（日常的な礼拝があったとして
も，仏像の細部まで凝視することはあまりな
い），修復する段階になって状況が判明する。
また仏像本体が加害されていると，大体は台座
の被害の方が甚大である傾向が見受けられる。

③木造菩薩坐像
　像高約70 cm，寄木造。構造は堅牢だが，表
面に塵埃が多く付着していた。漆箔・彩色，針
葉樹材。

　【画像7】～【画像9】は仏像表面に堆積した塵
埃を取り除く作業画像である。塵埃に埋もれた
衣文の隙間に，中空で楕円形の土の塊が付着
していた【画像7】。形状や状況から何かの蛹室

（シバンムシ科か）とみられた。蛹室を除去す
ると，蛹室と接していた部分は表面の漆箔から
基底素材の木材までえぐられ，損傷が観察でき
た【画像8】。蛹室周辺の塵埃には，脱皮殻のよ
うなものが確認できたが【画像9】，蛹室を作っ
た虫と同じであるかは不明である。
　所蔵寺院は東北地方日本海側の市町村（人口
約12万人）の里山に立地し，雑木林に囲まれる。
敷地内に高低差があり，湧水地を含む。複数の
堂宇を有する中規模寺院で，当該仏像は本堂で
はない御堂に安置される。寺院に勤務する僧侶
は多いものの，常住しない。この御堂は10年
程前まで未公開であったため，人の出入りが少
なかった。御堂内には鳥獣の糞が多数確認で
き，小動物の出入りがある。

2-2．汚損事例
　本項では，基底素材への物理的な加害ではな
く，虫が仏像の表面に取り付く，産卵する，営
巣する等によって生じる汚損例を報告する。本
項事例は，前述の東北地方日本海側寺院と同じ
御堂の仏像から確認した。

　【画像10】仏像の口元に，黄白色の中空で細
長く有機的なものが群になって付着していた。
何かの卵群のようでもあるが不明。

【画像11】仏像の耳に，白灰色っぽい中空で楕
円形の繭状のものが付着する。周辺に細い糸の

【画像7】

【画像8】

【画像9】
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ようなものがみえる。

　【画像12】仏像の金属装飾品にクモの抜け殻
とクモの糸のようなものが複数付着する。
　また，御堂内の仏像のほとんどに，クモの巣
がみられた。埃等が寄せられて真っ黒になった
クモの糸が，仏像表面や台座内にまで付着し汚
損原因になっていた。

　【画像13】仏像の台座の内部空間に見つかっ
たジガバチ科の巣。

　【画像14】同上巣の拡大画像，蛹の死骸にカ
ツオブシムシ科幼虫とみられる脱皮殻が付着す
る。

　この他，ゴキブリによる汚損や卵鞘の付着，
カメムシやカマドウマの群生，ガの死骸等々が
仏像にみられた。修復に伴う仏像の移動や，修
復作業中に詳細が明らかになった。

3．おわりに
　本報文では，仏像修復の現場で遭遇する虫損
傷事例の一部を，安置状況の概要と併せて報告
した。事例の仏像は，人の出入りがある環境で
礼拝対象としての役割を現役で担っているもの
の，安置状況の影響で損傷が発生し，修復が必
要となっていた。
　仏像を加害していた虫は，修復する時にはす
でに去っているか，死骸となっていることが多
い。また塵埃の中に確認できる虫の一部分（脚
や翅，等）や脱皮殻が，文化財害虫かどうかの
判別は難しい。
　仏像は礼拝対象として，人の生活空間とは異
なる場所に安置されるため，仏像そのものを詳
細に確認しなければ，虫による被害の発見は遅
れやすい。
　文化財保存修復研究センターでは，仏像を修
復する際に二酸化炭素による殺虫処置を実施し
ている。さらに，安置場所の清掃を励行し，可
能であれば粘着トラップの設置による状況確認
を行う。
　仏像修復とは，損傷している仏像そのものへ
の処置だけを指すのではなく，将来への継承を
意図して，仏像の現状と安置環境を分析し，結
果を所有者等と共有することも範疇と考える。
修復中に見つかる虫の状態では，目や科の見当
付けまでに留まるものの，特徴や習性の理解を
深めることは可能で，それを手掛かりに防除対
策につなげることができる。
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